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１．研究計画の概要 

 

本研究の目的は、日本語の文理解における
名詞句と動詞の統合過程を心理言語学の観
点から考察することである。特に、脳波の一
種 で あ る 事 象 関 連 電 位 (Event-Related 

Potentials, ERP)を指標として、脳内での時
空間特性を検討することによって、文理解に
関する理論的・実証的研究を行う。 

 例えば、「太郎が転んだ」に対して、「*太
郎を転んだ」ではどのような ERP が惹起さ
れるかを観察することによって、この非文法
性がどのような原因によって生じるかを明
らかにすることが可能である。なぜならば、
形態的・意味的・統語的な逸脱のそれぞれに
対応する特定の ERP 成分が明らかになりつ
つあるからである。よって、名詞句と動詞の
統合が困難である状況を引き起こす原因が
形態・意味・統語のいずれか、またはいくつ
かの組合せであるかが解明できる。 

 

２．研究の進捗状況 

 

(1) 平成 20 年度は、脳波を用いた言語実験の
ために必要な機器・設備の購入・設置を済ま
せた。また、今後の様々な言語実験のために、
汎用性を持たせたソフトの開発を業者に委
託し、見積もりを取った。 

(2) 平成 21 年度には、脳波を用いた言語実験
のために必要な機器・設備の購入・設置を済
ませ、機器等の稼動状態を確認し、いくつか
の実験データの収集を試験的に行った。また、
対応する他動詞を持つ非対格自動詞を用い
た実験文のリストを作成し、本研究の実験刺
激となる「実験文」の作成を終了した。さら
に、パソコンを用いた文呈示実験で反応時間

などを計測可能な実験用のソフトウェアの
開発がほぼ終了し、現在はバグの修正などを
行っている状況である。また、平成２２年２
月６日に九州大学文学部において科研成果
報告会を開催した。発表者は、諏訪園秀吾「漢
字の読みに関する ERP 成分について」・荒生
弘史「時間的処理と ERP：拍の分割に対する
ミスマッチ反応」・安永大地「ERP 測定並び
にデータ解析システムについて」の 3 名で、
坂本勉が総合司会を務めた。 

(3) 平成 22 年度は、これまでに構築した実験
装置を用いて、日本語の「二重ヲ格制約」に
関する実験データなどを収集した。また、対
応する他動詞を持つ非対格自動詞を用いた
実験文のリストを作成し、質問紙法による実
験を行い、その結果を論文にまとめた。さら
に、その結果に基づいて本研究の実験刺激と
なる刺激文の選定を完了し、パイロット実験
を行った。また、平成２３年２月１９・２０
日に九州大学文学部において科研成果報告
会を開催した。発表は、坂本勉「二重対格制
約違反によって生じる ERP について」、諏訪
園秀吾「P600 vs P3b その類似性について
（P600 の P3b らしさについて）」、荒生弘史
「広国大での脳波計測システムの構築と脳
波データ」、安永大地「Neuroscan を使用し
た実験環境の構築と分析用プログラムの開
発」、備瀬優「否定呼応に関する心理言語学
的考察－シカナイ構文における認可処理の
検討－」、小野創「日本語のアスペクトミス
マッチ／LAN」、時本真吾・宮岡弥生「事象
関連電位に観る敬語規則：尊敬語と謙譲語」
の７件で、坂本勉が総合司会を務めた。この
発表会はオープン形式で行われ、17 名の参加
者があり、活発な議論が展開された。 
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３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 

 この研究を進めるために絶対に必要な条
件として、言語刺激に対する脳波の反応を精
確に計測する装置を設置することが求めら
れるが、その条件はクリアーしたと思われる。
また、心理言語学的に厳密な手法による言語
刺激の作成も終了した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
 今後は、一定数の実験参加者に協力してい
ただいて、実際にデータを収集することと、
そのデータの分析を目指す。最終的には、そ
の成果を論文にまとめて専門誌に投稿する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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